河野コレクションからみる文様およびその特徴 ―樹皮衣・木綿衣を中心に― by 五関 美里 & Misato Goseki

























第 1 図 アイヌ衣服に付けられる文様の形状
〔出所〕 児玉作左衛門他 (1968)：「アイヌ服飾の調査」北海道教育委員会『アイヌ
民俗資料調査報告』北海道教育委員会 p.82、アイヌ文化保存対策協議会編

























































ある河野常吉（1863 年 -1930 年）と、その子である河野広道
（ 6 ）
（1905 年 1









































がいくつかある（第 1 表）。第 1 表をみると、旭川で収集された衣服は、












― 100 ― （19）
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前身頃 ○ ○ ○
後身頃 ○ ○ ○
袖 ○
前身頃 ○ ○ ○ ○





前身頃 ○ ○ ○ ○ ○ ○(草花)
後身頃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○(同上)
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と同様の番号である。資料番号は、土佐林コレクション(資料番号 1～64)、河野コレクション(資料番号 65～103)である。 




























第 2 図 河野コレクション・資料番号 89
























第 3 図 河野コレクション・資料番号 85
[ 出所 ] 旭川市博物館編（1997）：『旭川市博物館所蔵品目録 9 民族資料／衣服関係』
旭川市博物館 p.27 より引用。






















































といえる。特徴は、以下の a ～ c の通りである。



















































































アイヌ服飾文様の種類として、図で 1. アイウシ、2. モレウ、3. アイウシモレウ、
4. シッケウヌモレウ、5 － 7. ウタサ、8,9. シク、10. ウレンモレウ、11. シクウ
レンモレウ、12. アイウシウレンモレウ、13. シッケウヌウレンモレウ、14. ア




シリキ、2. モレウ・シリキ、3. アイウシモレウ・シリキ、4. シッケウヌモレウ・
シリキ、5. ウレンモレウ・シリキ、6. シクウレンモレウ・シリキ、7. シッケウ
ヌシクウレンモレウ・シリキ、8. ウタサ・シリキ、9,10. シク・シリキ、11. ア
パポエプイ・シリキを挙げている（児玉他 1968：82）。
（4）　調査年は昭和 38 年（1963）～昭和 40 年（1965）頃に行われたもので、調
査地域は日高地方の平取（紫雲古津、二風谷、荷負本村、貫気別）、門別（佐

































































旭川市史編集会議編（1993）：『新旭川市史』第 6 巻 史料 1　旭川市















児玉作左衛門 , 伊藤昌一（調査員）・児玉マリ , 三上マリ子（補助員）（1968）：「ア
イヌ服飾の調査」北海道教育委員会『アイヌ民俗資料調査報告』北海道教育
― 90 ― （29）
委員会　28-88
斎藤祥子・藤田和佳奈（2007）：「アイヌ衣服と文様」『北海道生涯学習研究 北海
道教育大学生涯学習教育研究センター紀要』7　56-66
津田命子（2004）：「アイヌ衣服と文様の変遷」『繊維製品消費科学』45,12　25-30
津田命子（2011）：『伝統のアイヌ文様構成方法による アイヌ刺しゅう入門 ルウ
ンペ編』クルーズ
出利葉浩司（1997）：「博物館民族資料はいかに収集されたか―明治年間に残さ
れた外国人の記録から―」『北海道開拓記念館研究紀要』25　67-96
北海道開拓記念館編（1999）：『北海道開拓記念館‘99 移動博物館 アイヌの装い
―伝統と創造―』北海道開拓記念館
北海道教育庁社会教育部文化課編（1982）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（ア
イヌ民俗調査Ⅰ旭川地方）』北海道教育委員会
同編（1983）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調Ⅱ）』北海道教育委
員会
同編（1984）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅲ静内地方）』北
海道教育委員会
同編（1985）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅳ静内・浦河・
様似地方）』北海道教育委員会
同編（1986）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅴ釧路・網走地方）』
北海道教育委員会
同編（1987）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅵ十勝・網走地方）』
北海道教育委員会
同編（1988）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅶ沙流・十勝地方）』
北海道教育委員会
同編（1989）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅷ鵡川・有珠地方）』
北海道教育委員会
同編（1990）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅸ千歳）』北海道
教育委員会
同編（1991）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅹ千歳）』北海道
教育委員会
同編（1992）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅠ道南東部地方）』
北海道教育委員会
同編（1993）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅡ道東地方）』
北海道教育委員会
同編（1994）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅢ）』北海道教
育委員会
同編（1995）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅣ補足調査 1）』
北海道教育委員会
同編（1996）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅤ補足調査 2）』
北海道教育委員会
同編（1997）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅥ補足調査 3）』
― 89 ―（30）
北海道教育委員会
同編（1998）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅦ補足調査 4）』
北海道教育委員会
同編（1999）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅧ補足調査 5）』
北海道教育委員会
本田優子（2002）：「近世北海道におけるアットゥシの産物化と流通」『北海道立
アイヌ民族文化研究センター研究紀要』8　1-40
本田優子（2003）：「近代北海道におけるアットゥシ産出の様相を解明するため
の予備的考察―開拓使の統計資料の整理と分析を中心に―」『北海道立アイヌ
民族文化センター研究紀要』第 9 号　35-79
本田優子（2004）：「アイヌ口承文芸にあらわれる衣服について」『北海道立アイ
ヌ民族文化センター研究紀要』第 10 号　33-67
本田優子（2005）：「近世北海道におけるアットゥシ着用の様相」『北海道立アイ
ヌ民族文化研究センター研究紀要』第 11 号　73-107
本田優子（2007）：「樹皮を剥ぎ残すという言説をめぐって―更科源藏の記録に
基づく一考察―」『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第 13 号
　15-29
村井不二子・日野伊久子・菊地美知子・谷井淑子（1989）：「アイヌ衣服の復元
的調査研究（1）」学苑 601　26-44
同著（1990a）：「アイヌ衣服の復元的調査研究（2）」学苑 608　1-21
同著（1990b）：「アイヌ衣服の復元的調査研究（3）」学苑 610　80-99
同著（1990c）：「アイヌ衣服の復元的調査研究（4）」学苑 613　98-115
同著（1990d）：「アイヌ衣服の復元的調査研究（5）」学苑 614　10-25
同著（1991a）：「アイヌ衣服の復元的調査研究（6）」学苑 617　108-123
同著（1991b）：「アイヌ衣服の復元的調査研究（7）」学苑 620　38-53
同著（1991c）：「アイヌ衣服の復元的調査研究（8）」学苑 621　16-35
村井不二子研究代表（1991）：『アイヌ衣服の復元的調査研究　平成 2 年度科学
研究費補助金一般研究（C）研究成果報告書』昭和女子大学
早稲田大学文学部考古学研究室編（2004）：『アイヌ民族の美の世界・土佐林コ
レクション』早稲田大学會津八一記念博物館
